
様式第５号 

令和６年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 

学校番号 ６３ 学 校 名 袋井高等学校 記 載 者 須藤 秀幸 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 

生 徒 の

「 志 」 を

育 て な が

ら 、 進 路

実 現 に 向

け た き め

細 か な 進

路 指 導 を

推 進 す

る。 

「補講や進路学習は、進路目

標達成のために役立ってい

る」と答える生徒 70％以上。 

Ａ Ａ 

明確な進路選択ができない子の指

導は、大変ご苦労があるかと思い

ますが心を広く持っていただき本

人の納得がいく方向で対応をお願

いできればと思います。 

学力向上が先生方の喜びかと思い

ますが、生徒が頑張ったプロセス

も評価して頂けたら、生徒もやる

気がもっと出るかと思います。 

「通知表、成績個票等により

自分の学力と課題を把握でき

た」と答える生徒 90％以上。 

Ａ Ａ 

１年：「自ら進路について考

え、文理選択を行えた」と答

える生徒 90％以上。 

２年：「自分の進路希望に合っ

たコース・科目選択ができ

た」と答える生徒 90％以上。 

３年：「進路実現に必要な情報

を収集し、志望校合格に向け

た計画と準備ができている」

と答える生徒 90％以上 

Ａ Ａ 

「外部模試等の結果をその後

の学習に生かすことができ

た」と答える生徒が 70％以

上。 

主な模擬試験について事前・

事後の指導を行う。 

Ａ Ａ 

イ 

基 礎 ・ 基

本 と 自 律

的 学 習 習

慣 を 身 に

つ け る た

め 、 予

習 ・ 復 習

の 習 慣 と

生 徒 自 身

の 振 り 返

り を 奨 励

する。 

「自分で計画を立てて目標の

家庭学習時間(平日：１・２年

２時間/３年４時間、休日１・

２年３時間/３年６時間)を確

保できた」と答える生徒 70％

以上。 

「学習方法の見直しや改善が

できている」と答える生徒

70％以上。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ Ｂ 

基礎・基本と自律的学習の習慣を

目指す中で一定の成果を上げてい

ると思います。 

一方、平日の学習時間の減少や自

律的な学習姿勢の強化が必要であ

ると思います。 

１年生のうちから、早期に学習習

慣の形成に向けた継続的な指導を

通じて、更なる生徒の学力向上と

自律的学習を進めることが必要で

はないでしょうか。 
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ウ 

授業研

究、ICT、

教育研究

の知見、

学びの基

礎診断等

を活用し

て時代に

合った授

業改善を

推進す

る。 

｢アクティブ・ラーニング(型）、ＩＣＴ

活用など教材・教え方に様々な

工夫をしている先生が多い」と答

える生徒 75％以上。 

「積極的に発言できた」と答える

生徒 70％以上。 

「受け身でなく積極的に授業に取

り組めた」と答える生徒 70％以

上。 

「授業で扱う内容に興味・関心を

深めた」と答える生徒 70％以

上。 

Ｂ Ｂ 

「アクティブ・ラーニング」など

授業内容の工夫によって「学びの

楽しさ（面白さ）」を教えることも

重要かと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

やる気、発信、継続、主体性、対

話、積極性、グループワーク、興

味、これらの方向性を共有されて

ご指導いただいていることに希望

を感じます。答えが無い、自分で

探して考えて、求めて創り出す活

動の楽しさを伝えることができた

らと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「探究の時間は生徒の意識の啓

発につながっている」と答える教

職員 80％以上。 

「探究活動をとおして自分の興味

や関心を深めたり、広げたりする

ことができた。」と答える生徒

90％以上。 

校外での課題発表大会や探究

型の研修会に参加する生徒 50

人以上。 

Ａ Ａ 

「授業をとおして、文章を的

確に読み取り、場面に応じて

自分の考えを話したり、書い

たりする力がついた」と答え

る生徒 70％以上。 

Ａ Ａ 

「授業、課題、定期テストな

どをとおして、現代の社会や

歴史について考える力を身に

つけることができた」と答え

る生徒 70％以上。 

Ａ Ａ 

「授業や課題、定期テスト等

をとおして、論理的に考える

力が伸びた。」と答える生徒

70％以上。 

Ａ Ａ 

「授業をとおして、読んだり

聞いたりした内容を基に、主

語と動詞の整った自分の考え

を伝える英文を書く力をつけ

ることができた。」と答える生

徒 70％以上。 

Ａ Ａ 

「発表や対話をとおして、他

の意見を手掛かりに自分の考

えを広げたり深めたりでき

た」と答える生徒が 70％以

上。 

Ａ Ａ 

「体育の授業で知識と実践す

る態度を養うことができた」

と答える生徒 80％以上。 

 

Ａ Ａ 
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授業をとおして、「今の自分の

実生活向上のためにつながる

知識や技術が身に付いた」と

答える生徒 80％以上。 

Ｂ Ｂ 

 

エ 

部 活 動 、

学 校 行

事 、 Ｈ Ｒ

活 動 、 生

徒 会 活 動

等 を と お

し て 文 武

バ ラ ン ス

の 取 れ た

学 校 生 活

を 送 れ る

よ う に す

る。 

県大会出場部活 10 以上。｢２

時間以上の家庭学習時間を確

保して部活動との両立をして

いる｣と答える生徒 70％以上。 

Ｃ Ｃ 

宿題を増やせば、「2 時間以上の家

庭学習時間」は確保できると思わ

れる。ただ、その内容も工夫する

ことによって自主的に学ばせる姿

勢も育成したい。 「学校行事や生徒会活動に積

極的に参加している」と答え

る生徒 90％以上。 

「学校行事や生徒会活動への

取組をとおして創造力・企画

力・運営力、協働性等が向上

した。」と答える生徒 70％以

上。 

Ｂ Ｂ 

オ 

挨 拶 、 身

だ し な

み 、 言 葉

遣 い 、 清

掃 、 自 律

的 な 生 活

等 の 基 本

的 生 活 習

慣 の 確 立

を と お し

て 生 徒 の

公 共 性 と

自 律 心 を

育てる。 

「頭髪・服装のルールを守っ

ている」と答える生徒 95％以

上。 

「明るい挨拶や場面に応じて

言葉遣いができている」と答

える生徒 85％以上。 

Ａ Ａ 

基本的生活習慣の確立と生徒の公

共性および自律心の育成において

顕著な成果を上げています。 

挨拶や身だしなみ、清掃、交通安

全などの面で生徒たちは高い意識

を持ち、実行しています。 

今後はさらに、家庭学習環境の整

備や交通安全意識の強化、大掃除

時の役割分担の改善を行うこと

で、質の高い教育を維持し、より

多くの生徒が自律的に成長する環

境を提供できると考えます。 

｢一旦停止や並進をしないなど

のルールを守って登校してい

る｣と答える生徒 90％以上。 

Ａ Ａ 

「清掃時に級友と協力して、

担当場所をきれいに清掃でき

た」と答える生徒 80％以上。 

「みんなが使うものを大事に

使うことができている」と答

える生徒が 90％以上。 

 

Ａ Ａ 

カ 

読 書 、 ボ

ラ ン テ ィ

ア 活 動 、

地 域 活

動 、 国 際

交 流 、 大

学 連 携 等

を と お し

て 地 域 や

国 際 社 会

で 活 躍 で

き る 知 見

と 豊 か な

人 間 性 を

育 成 す

る。 

図書館の本の貸出冊数が平均

3.8冊以上。 

「学校図書館は学習活動の充

実に役立っている」と答える

教職員 90％以上 

「学習活動等の学校生活に役

立っている」と答える生徒

80％以上。 

 

Ｂ Ｂ 

すでに実施しているかもしれない

が、ＤＶＤやマンガなど視聴覚を

活かした教材を配置し、生徒の興

味を喚起するような教材によって

利用率を向上させたい。 

 

 

 

国際交流の第 1歩は外国人に気軽

に話し掛ける事。 

日本人同士でもコミュニケーショ

ンが取れなくてアプリに頼りたい

人が大勢居ます。 

日頃から自分を出して相手も受け

入れて本音で交流する楽しさを味

わえば国際交流への道は開けると

思います。 

国際交流活動プログラムを再

構築し、企画・運営する。 

校外の国際交流プログラム、

留学に関する情報提供を充実

させる。 

Ａ Ａ 

連携大学への研究室訪問に延

べ 50 人以上の生徒が参加す

る。 

Ａ Ａ 
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キ 

生 徒 ・ 職

員 の 安

全 ・ 安 心

な 生 活 環

境 を 整 え

る と と も

に 、 有 用

な 予 算 の

執 行 に 努

める。 

大規模地震等に対する防災意

識が高まり、自分でできるこ

とを実践している」と答える

生徒が 80％以上。 

「危機対応時における対応の

仕方を理解している」と答え

る教職員 90％以上。 

Ｂ Ｂ 

防災、減災に取り組む市民団体と

のつながりも防災を身近なものに

する機会になります。 

心の健康と身体の健康はつながっ

ています。そんな課題に取り組む

市民団体もありますのでお役に立

つことがあればつなげたいと思い

ます。 「心身の健康維持、増進のた

めに積極的に取り組んでい

る」と答える生徒が 80％以

上。 

Ａ Ａ 

「悩みがあるときに、学校内

外に相談できる人がいる」と

答える生徒が 75％以上。 

Ａ Ａ 

「施設・設備・物品の整備・

美化に努めている」と答える

教職員、保護者 90％以上。 

Ｂ Ｂ 

「学校の窓口として適正な対

応をしている」と答える教職

員、保護者、生徒 95％以上。 

Ａ Ａ 

ク 

業 務 の 効

率 化 と 精

選 に 努

め 、 多 忙

化 を 解 消

する。 

｢仕事の効率化と業務の見直し

が図られ、心身の負担が軽減

された」と答える教職員が 60%

以上。 

「必要に応じた休暇が取れる

職場環境である」と答える教

職員が 90％以上。 

Ｂ Ｂ 

教員の過重労働が全国的に問題と

なっている以上、負担減の努力は

一層必要かと思われる。 

ケ 

保 護 者 、

近 隣 学

校 、 地 域

と の 連 携

を 深 め る

と と も

に 、 積 極

的 な 情 報

発 信 に 努

める。 

 

「ＰＴＡ総会、授業参観、地

区会等のＰＴＡ活動に１回以

上参加した」と答える保護者

70％以上。 

Ａ Ａ 

ＰＴＡ活動の見直し、中学生一日

体験入学の成功、情報発信など、

様々な取り組みが実を結び、目標

を達成しており、これらの成功を

基に、今後もＰＴＡ活動のスリム

化や情報発信の強化、体験入学の

充実を進めることで、さらに多く

の生徒や保護者の信頼を得ること

ができると思います。 

「教育方針や学校生活の様子

及び諸情報がよく伝わってい

る」と答える保護者 80％以

上。 

ホームページ更新を月 20 回以

上。 

Ｂ Ｂ 

「一日体験入学に満足した」

中学生が 60%以上。中学生の一

日体験入学参加が 750 人以上､

公開授業が 200人以上。 

Ａ Ａ 

 


